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概　要

　平成21年度から、本学新入学生全員に、麻疹ワクチン接種状況の提出を求めた。第3期およ
び第4期定期接種どちらの対象年代においても，8割以上が対象期間内に第3期または第4期
定期接種を受けていた。第4期対象者の8.4〜11.4%は本学の合格発表以後に接種を受けていた。
第3期対象者の7.0〜10.1%が定期接種の時期よりも後に接種を受けていたが，そのおよそ半数
は入学直前の3月であった。定期接種よりも早くに接種を受けた時期は，第3期対象者と第4
期対象者のいずれも，およそ半数が平成20年度であったが，定期接種よりも早くに接種を受け
た者の割合は，第4期対象者の6.7〜11.4%に対して第3期対象者では1.1〜2.5%と低く，実際の
麻疹流行が起こった平成19〜20年度時の年齢の違いが関係したと考えられた。

１．はじめに

　わが国の麻疹定期予防接種は、1歳時の第1期
に加えて、平成18年度から小学校就学前年度の第
２期接種が開始されたが、平成19年に始まった全
国的な麻疹の流行を受け，平成20年度から5年間

の期限付きで，中学1年生を対象に第3期，高校
3年生を対象に第4期麻疹定期接種が実施され
た。第4期接種の対象年代は平成21年度から，第
3期の対象年代は平成26年度から大学に入学し始
め，平成24年度に中学1年生で最後の第3期接種
の対象であった年代も平成30年度から大学に入学
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し，第3期および第4期接種の対象となったすべ
ての年代が大学に入学して来たことになる。
　本学では，平成20年4月に新入学生32名の麻疹
集団感染を経験したことを契機に，麻疹対策を継
続させることを決め，平成21年度から，新入学生
全員に麻疹ワクチン接種状況の提出を求めている
が1, 2)，第4期接種の対象年代では，接種の翌年
度から大学に入学したのに対し、第3期の対象年
代では、接種から大学入学までに5年以上が経過
しており、両者の間でワクチン接種動向に違いが
あることが推測された。
　そこで本研究では，第3期および第4期麻疹定
期接種それぞれの対象年代における麻疹ワクチン
接種動向を分析し，類似点および相違点を検討す
ることを目的とした。

２．対象および方法

　平成21年度から，本学のすべての新入学生に対
して，入学前に提出する書類とともに，①過去に
2回以上または最近（第3期または第4期定期接
種の時期以降）の麻疹ワクチン接種，または②麻
疹抗体検査で陽性（EIA≧6.0)，どちらかを証明
するものの提出を求めた。
　平成21年度から25年度までの新入学生のうち第
4期麻疹定期接種対象であった者，および，平成
26年度から30年度までの新入学生のうち第3期麻
疹定期接種対象であった者を対象とし，両群にお
ける麻疹ワクチン接種動向を比較した。

３．結　果

　乳幼児期の麻疹ワクチン接種率は，第4期接種
対象者で83.0〜89.5%，第3期接種対象者は94.9〜
97.0%であった。第3期および第4期どちらの対
象年代においても，8割以上が対象期間内に第3
期または第4期定期接種を受けていたが，第4期
対象者の8.4〜14.2%は本学の合格発表以後に接種
を受けていた（表1，表2）。第3期対象者の7.0
〜10.0%が定期接種の時期よりも後に接種を受け
ていたが，そのおよそ半数は，入学直前の3月で
あった（表2，表3）。定期接種よりも早くに接
種を受けた者の割合は，第4期対象者の1.2〜
11.4%（平成21年度入学生以外では6.7〜11.4%）
に対して第3期対象者では1.1〜2.5%と低かった。
定期接種よりも早くに接種を受けた時期は，第3
期対象者と第4期対象者のいずれも，およそ半数
が平成20年度であった（表4）。
　いずれの年度においても，ほぼすべての新入学
生が麻疹に対して免疫を有すると推測される状況
を得たが，その根拠のおよそ9割は，2回以上の
ワクチン接種であった。ワクチン接種の証明と抗
体陽性の証明の両方が提出された場合は、抗体陽
性であることを免疫を有する根拠として集計した
（表5）。麻疹に対して免疫を有すると推測され
る根拠が「なし・不明」の者が少数ながらいるも
のの，集団感染が発生するリスクは低いと判断さ
れた。

表１　新入学生の麻疹ワクチン接種状況⑴

入学年度
平成21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
（n＝1285） （n＝1291） （n＝1294） （n＝1285） （n＝1288）

乳幼児期の麻疹ワクチン接種 　 　 　 　 　
あり 83.0% 89.5% 88.8% 88.5% 88.8%
なし 17.0% 10.5% 11.2% 11.5% 11.2%

最近の麻疹ワクチン接種 　 　 　 　 　
①高校2年時以前  1.2%   6.7%   9.3%   8.3% 11.4%
②高校3年時・合格発表前 80.8% 81.6% 80.1% 81.0% 79.0%
③合格発表後 14.2%   8.8%   9.5%   8.6%   8.4%
④なし（抗体検査結果提出）  3.8%   2.9%   1.1%   1.9%   1.1%
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表２　新入学生の麻疹ワクチン接種状況⑵

入学年度
平成26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
（n＝1043） （n＝1208） （n＝1215） （n＝1217） （n＝1224）

乳幼児期の麻疹ワクチン接種 　 　 　 　 　
あり 95.3% 94.9% 96.7% 97.0% 96.1%
なし  4.7%   5.1%   3.3%   3.0%   3.9%

最近の麻疹ワクチン接種 　 　 　 　 　
①第3期定期接種以前  1.1%   1.7%   2.5%   2.0%   2.5%
②第3期定期接種 88.7% 84.4% 84.0%   87.6% 86.9%
③第3期定期接種以降  9.0%   9.9% 10.0%   8.0%   7.0%
④なし（抗体検査結果提出）  0.9%   3.5%   2.9%   1.8%   2.6%
⑤なし（未提出）  0.3%   0.5%   0.6%   0.6%   1.0%

表３　第３期定期接種以降の麻疹ワクチン接種時期

平成26年度入学生（n＝94） 27年度入学生（n＝120） 28年度入学生（n＝122） 29年度入学生（n＝98） 30年度入学生（n＝86）

平成25年11月以前  8.5% 平成26年11月以前 10.8% 平成27年11月以前  4.1% 平成28年11月以前  6.1% 平成29年11月以前  2.3%

平成25年12月   4.3% 平成26年12月   6.7% 平成27年12月   1.6% 平成28年12月   3.1% 平成29年12月    ０%

平成26年1月 19.1% 平成27年1月 10.8% 平成28年1月  9.8% 平成29年1月 13.3% 平成30年1月  8.0%

平成26年2月  5.3% 平成27年2月  3.3% 平成28年2月  9.0% 平成29年2月  6.1% 平成30年2月 11.5%

平成26年3月 48.9% 平成27年3月 59.2% 平成28年3月 64.8% 平成29年3月 55.1% 平成30年3月 55.2%

平成26年4月以降 13.8% 平成27年4月以降  9.2% 平成28年4月以降 10.7% 平成29年4月以降 16.3% 平成30年4月以降 23.0%

表４　第３期・第４期定期接種以前に麻疹ワクチン接種を受けた年度

第3期定期接種
以前の接種年度

入学年度
平成21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 計

〜平成18年度 ４ ４ ４ ９ ３ １ ３ ５ ２ ５ 41
　　　19年度 11 11 25 10 ９ 10 ６ ８ ４ ４ 98
　　　20年度 　 72 68 56 39 　 12 16 16 ９ 298
　　　21年度 　 　 23 13 ６ 　 　 １ ２ ０ 45
　　　22年度 　 　 　 18 19 　 　 　 ０ １ 38
　　　23年度 　 　 　 　 68 　 　 　 　 ０ 68

計（人） 15 87 120 106 144 11 21 30 24 20 　

表５　麻疹に対して免疫を有すると推測される根拠

入学年度
平成21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
（n＝1285）（n＝1291）（n＝1294）（n＝1285）（n＝1288）（n＝1043）（n＝1208）（n＝1215）（n＝1217）（n＝1224）

２回以上のワ
クチン接種

80.7% 86.5% 85.7% 85.4% 87.5% 92.6% 91.6% 92.8% 94.3% 91.6%

１回だが最
近のワクチン
接種

15.0%   8.6% 11.4%   9.9% 10.5%   4.3%   3.6%   2.6%   2.5%   3.2%

抗体陽性  4.3%   4.6%   2.6%   4.4%   1.9%   2.8%   4.2%   4.0%   2.6%   4.2%
なし・不明   ０%   0.3%   0.3%   0.3%   0.1%   0.3%   0.6%   0.6%   0.6%   1.0%
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４．考　察

　平成27年3月27日，WHOにより日本は麻疹
「排除」の状態にあると認定されたが，平成30年
4月に沖縄で発生したような、海外で感染した患
者を起点としたいわゆる輸入例による流行が国内
で拡大する例がいまだに散発しており3)，今後も
麻疹対策を継続する必要がある。
　本学では，平成21年度から、すべての新入学生
に対して，①過去に2回以上または最近の麻疹ワ
クチン接種，または②麻疹抗体検査で陽性，どち
らかの証明の提出を求めており，その結果，ほぼ
全ての学生が麻疹に対して免疫を有すると推測さ
れる状況を得ている。
　第4期対象者のおよそ9割は高校3年時に定期
接種として麻疹ワクチンを受けていたが、このう
ち1割前後の者は本学の合格発表以後に接種を受
けていた。また，第3期対象者で定期接種の時期
にワクチンを受けていなかった者のうちおよそ半
数は，本学に入学する直前の3月に接種を受けて
いた。こうした者は，もし本学以外の大学に入学
することになっていれば，この時の麻疹ワクチン
接種を受けなかった可能性を否定できない。大学
が新入学生に対して，ワクチン接種歴の証明の提
出を求めるなど何らかの介入を実施することは，
未接種の者に接種を促す可能性があり，種々の感
染症に対する免疫保有率の向上につながることが
期待できると考えられる。
　定期接種よりも早くに接種を受けた時期は，第
3期対象者と第4期対象者のいずれも，全国的な
麻疹の流行が2年目に入った平成20年度に最も多
かったが，定期接種よりも早くに接種を受けた者
の割合は，第3期対象者と第4期対象者とで大き
く異なり，これは、平成19〜20年度に実際の麻疹
流行が起こった時の年齢の違いにより，受験など
に備えてワクチン接種を済ませておこうとする動
機の多寡が関係したと考えられる。
　平成31年度からは，第2期定期接種の対象者が
入学して来るが，定期接種の時期から12年以上が
過ぎていることになり，麻疹ワクチン接種に対す

る関心の低下に加えて，接種記録の散逸なども懸
念される。また，2回接種をしていない者に接種
勧奨をした場合，それに応じてくれるかどうか予
測が難しいところでもあり，こうした課題に対し
て早くから備えておくことが大切である。

５．結　語

　日本は麻疹「排除」の状態にあるとはいえ，輸
入例による流行の発生に備え，今後も感染防止対
策の継続が必要である。年代によるワクチン接種
動向の違いに対応しながら、免疫保有率の向上に
努めて行くことが肝要である。
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